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X45a z ∼ 10候補天体から探るLyman break colorを用いた遠方銀河選択基準の検討
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遠方銀河は一般に Lyman breakを利用したドロップアウト法によって選ばれ、分光による追観測が行われる。
しかしこの方法は完璧ではなく、z > 10の候補天体を分光観測したところ、分光的赤方偏移 zspec ∼ 4− 5である
と判明した例が報告されている (e.g., Arrabal Haro et al. 2023, Sato et al. 2024)。z ∼ 2.5− 4の passive銀河の
わずか 0.2%の混入が実際の z ∼ 10 − 12の銀河の数密度を上回るという報告もあり (Harikane et al. 2025)、遠
方銀河を選択する基準を再検討することは意義深いと考えられる。
2025年春季年会 (X10b)では、JWSTの登場以前にHubble宇宙望遠鏡、Spitzer宇宙望遠鏡によって選ばれた

z ∼ 10候補の 6天体に対する [Oiii]88µm輝線観測の結果を報告した。[Oiii]88µmと断定できる輝線は検出され
なかったことを受け、本研究ではNIRCamで観測された 3天体に対して SEDフィットを行った。いずれも測光
的赤方偏移 zphot ∼ 2− 3となり、候補天体の選択の際に低赤方偏移の天体を誤って選んでいた可能性が示唆され
た。そこで当時の選択基準を見直すため、主要な指標の一つである Lyman break colorに着目した。zspec > 9の
天体と、z > 9候補であったが分光の結果 zspec ≲ 5.5と判明した天体を文献から集め、Lyman break colorの比
較を行ったところ、zspec > 9の天体の方が強い break colorを示す傾向が見られた。このことは、より厳しいカ
ラー基準 (mF115W −mF150W ≳ 1.8mag for z ∼ 9− 11.5) を用いることで、混入天体を減らしながら遠方銀河を
選択できる可能性を示唆している。本講演では、これらの結果を用いて新たな選択基準について議論したい。


